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ま え が き 
 
 労働政策研究・研修機構では、2004 年 10 月から中長期的な労働政策の課題に対応した研

究の一つとして、プロジェクト研究「職業能力開発に関する労働市場の基盤整備の在り方に

関する研究」に取り組んでいる。 
日本社会は、現在、これまでとは異なる性格の深刻な労働力問題を抱えている。今まで豊

富な労働力を供給して産業の発展を支えてきた団塊の世代が、定年年齢に達し、まずは、職

場の現役労働力としての立場を退き、次いで労働市場から本格的に引退する時期の到来は目

前となっている。同時に、少子化が進んで、いよいよ国の総人口は減少を始めた。今後の経

済社会の活力を維持し、国の発展を実現するためには、労働者一人ひとりの職業能力の開発・

向上とそれによる高い生産性の確保が労働政策上の重要な課題となる。 
 本報告書は、こうした労働政策の課題に対応するべく 3 年半の計画で実施している研究が

一通りの調査を終了したので、その時点で、それまでに明らかになったことをまとめて関係

各方面にご紹介するものである。すなわち、プロジェクト研究「職業能力開発に関する労働

市場の基盤整備の在り方に関する研究」の中間まとめである。研究のすすめ方は、二つの着

眼点から取り組んだ。第一は、労働者に職業能力開発のための教育訓練サービスが日本社会

に整備されている状況を明らかにし、その問題と今後の課題を明らかにすることである。第

二は、現在の日本人の長期にわたるキャリア形成の個人別の事例を収集して、人々がどのよ

うに実際に職業と関わってキャリアを形成したかを明らかにし、そこから個人の立場からみ

た日本の職業能力開発基盤の現状と今後の課題を明らかにすることである。本報告書では、

この 2 つをそれぞれ第 1 部、第 2 部として別立てて記載した。第 3 部はそれらを踏まえて、

現時点で考えられる最終とりまとめへの方向を整理したものである。 
なお、研究計画期間の終了までに、あと 1 年の期間を残している。さらなる分析と考察を

深めて本報告書を仕上げるようにしていく予定である。 
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